
令和６年度第３回草加市みんなでまちづくり会議 

議 事 録 

 

 

 

１ 開催日時 

  令和６年１２月２５日（水）午後３時～午後５時 

２ 開催場所 

  草加宿 今様本陣 

３ 出席者 

 ⑴ 参加者   １５人 

 ⑵ 進行    熊谷市市民活動センター センター長  

         立正大学・地域連携コーディネーター 生越 康治 氏 

 ⑶ 事務局   みんなでまちづくり課：板橋課長、阿部課長補佐、水内主事、長谷川主事 

４ 企画・協力 

 ＮＰＯ法人今様草加宿 理事長 長谷部 健一 氏 

            事務局長 今井 和之 氏 

５ 会議の議題 

  みんなと草加の結節点 今様本陣の活かし方 

６ 公開・非公開の別 

  公開 

７ 傍聴者数  

  ０人 

８ 議事録署名人 

  青柳 伊佐雄、谷古宇 隆一 

９ 会議の主な内容 

 〇 挨拶 

 

 〇 事務局説明 

・みんなでまちづくり会議と草加市みんなでまちづくり自治基本条例について 

 〇 本日の会議進行について 熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏 

・今年度は地域のまちづくりの現場を実際に見るシリーズとして、１回目は「みんなの家 陽だまり」で運

営の苦労などを聴き、活動を続けるためのアイディアをいただいた。その中で、若い世代に草加のことや

まちづくり活動をもっと知ってもらいたいという話があり、第２回は獨協大学コミュニティスクエアで学



生を交えて「私のイチ押しの草加」を教え合った。 

・今回は草加宿今様本陣について、成り立ちの説明と実際に１階部分を見学した後、意見交換の場を設けた

い。 

 〇 ＮＰＯ法人今様草加宿 理事長 長谷部 健一 氏 

・草加宿は約４００年前にできて非常に賑わったが、昭和から平成にかけては東京から近いことから草加市

がベッドタウン化し、この宿場の通りでは商売を行うのが難しくなってきた。それにより相続税を払うた

めに土地を売らなければならなくなり、そこへ次々とマンションが建っている。 

・商店が減っていくことを憂慮し、約２０年前の木下市長の下で、行政と市民との協働により宿場町の昔の

賑わいを今風に表現しようと「今様草加宿実行委員会」が設立された。それが当時地域再生の取組として

国の第１号認定を受け活動してきたが、旧町だけでなく市全体としてまちづくりを考えるため組織変更を

経て、平成３０年４月に「ＮＰＯ法人今様草加宿」を設立した。 

・若い人も多く参加してまちづくりを実践してきて、最近ではリノベーションまちづくりによって旧町地区

に様々な新しい店がオープンしたが、この場所もリノベーションの案件だった。ここには昔、八百梅とい

う日本料理店があり、結婚式の披露宴会場としても使われていた。それが閉店し、中華料理屋や日本蕎麦

屋などが入ったがそれも閉店、約６年間空き家になっていた。リノベーションの中で一時ビール工房の話

もあったが頓挫し、令和２年にＮＰＯ法人今様草加宿が運営することになった。 

・当初は飲食店を募集し「鍵や」という店がオープンしたが、経営が苦しく１年程度で辞めてしまった。今

は家賃収入もなく非常に厳しい状態。 

・この場所の位置づけとして、昔の宿場町の北詰めであり、すぐ北には草加松原がある、宿場と草加松原の

結節点としている。ここに老若男女問わず多くの人が集まり、休みながら草加の良いところを回ってもら

うために皆さんのアイディアをいただきたい。 

 〇 ＮＰＯ法人今様草加宿 事務局長 今井 和之 氏 

・今様草加宿では「川の駅草加村」という構想があり、今様本陣を借りるに当たって「川の駅草加村-市場

-」という形で１階部分で物産の店を経営している。ただ、それだけでは経営として成り立たないため、一

般の方にチャレンジショップとして区画を割り当てることで区画料をいただいている。 

・１階の飲食店が撤退した後は入ってもらえる店舗が無く、カウンターや厨房を利活用できる業者が入って

もらえないかと考えている。 

・２階部分はレンタルスペースとし、今回のような会議や宴会場として貸し出している。ローコストであ

り、より多くの方に使っていただきたいのでＳＮＳやチラシで宣伝をしているが、１週間のうち１～２組

程度の利用になっている。 

・建物の北と南にコインパーキングを設置して経営の一つとしている。 

・２か月に１度は今様本陣でイベントを行い、多くの方に知ってもらうと同時に売り上げの一部としてい

る。また、よく「草加のお土産は無いのか」と言われるので、草加産はちみつの開発に取り組んでいる。 

 〇 実際に今様本陣の中を見学しながら説明 

・１階の入り口付近のスペースはお休み処として運営しており、奥ではコーヒーを提供しているが、希望と



してはカウンター部分で軽食やアイスクリームなどを出せれば良い。テラス席もある。 

・厨房は今空いている状況だが、最近では月に２０日～２５日程度はキッチンカーの仕込みのために使用し

ている。ただ、全体を借りてもらわなければ経営的に厳しい。 

・モニターの映像でも流しているが、「草加もみ」という神輿の担ぎ方を草加中学校で教えて継承してお

り、先日今様本陣で行ったイベントで実際に担いだ。 

・ここはリノベーションの箱としてはかなり大きい。月５０万円程度あれば回ると思われるが、「鍵や」が

撤退して今は細かく稼ぐ工夫をしている。 

その後、各々自由に１０分程度見学 

 〇 参加者からの質問及び意見 

・２階のレンタルスペースは実際にはどんな方が利活用しているのか。会議と宴会を同じ場所でできるとい

うのは意外と少ないと思われる。 

 ⇒ロータリークラブや商工会議所の青年部、青年会議所など主に地域の団体が会議とその後の宴会などで

使用することが多い。また、学校の同窓会などで飲食する方が多いが、会議だけで使うこともある。 

・土地の持ち主は。 

 ⇒八百梅の後を引き継いだ草加せんべい「いけだ屋」の池田氏と交渉した。 

・ホームページを見て、「鍵や」がまだ経営していると思っていた。 

 ⇒ホームページは「鍵や」が管理しており、「鍵や」が消さない限り残ってしまう状況。 

・どの程度のリノベーションを行い、どのように変わったのか。 

 ⇒畳の張替えや音響設備、蛍光灯の追加で約３,０００万円程度かかっている。 

・一階の個室を使って市民のための読書コーナーを設けてはどうか。自分の好きな本を置き、月ごとに交代

する。気軽に始めて、難しそうならすぐ撤退できるようにラック等で設置する形など。 

・外国人旅行者のためのガストロノミーツーリズムや、おくのほそ道を知ってもらう取組など。 

・町会活動の一環で広報紙を発行している。町会でもぜひ今様本陣を紹介したい。 

・市内外でウォーキングを開催しているが、その中で人気があったのは途中でせんべい焼き体験をしてもら

うものだった。そうした「見て・体験して」ということも草加の魅力になるのでは。 

・草加の中心地に見えるが、実際には駅から遠く、バスも少ない。草加の端の方にお住まいの方は知らない

方が多いのでは。チャレンジショップにしても、どのようにして人をここに呼べるかが重要。 

・今は南側を正面としてオープンテラスになっているが、実際にはその前に駐車されてしまう。そのため、

裏側（北側）をもっと有効活用できないか。裏側の伝右川は昔は汚かったが今はさほど匂わないし、獨協

大学まで続く遊歩道にすれば、ランニングコースとしても活用できて人通りが増える。桜の木もあるの

で、伝右川周りをもっと活性化することでここの魅力がもっと高まるのでは。 

 ⇒最近、初めて獨協大学の先生がここに学生を集めて利用してくれるようになった。遊歩道も含めて今後

獨協大学とつながりを持ちたい。 

・１階の物産スペースの品物や野菜が少ないと感じる。例えば市民農園などの野菜を売れば、野菜づくりの

モチベーションにつながるのでは。また、市内にはパン屋さんが多いので、ミニ食品フェスなどを行って



みては。 

・演奏会や伝統芸能の体験ができるイベントの企画 

・平日にもっと人を集めるのが重要だと思われる。よく若い世代に向けてという話になりがちだが、草加で

は５０代くらいの人が多いので、純粋にみんなが楽しむために何をしたらよいかという視点の方が様々な

アイディアが出やすいのでは。 

・ここは若い人よりもある程度年齢層が上の人の方が喜んでもらえるように思う。草加松原では案内人の会

が活動しているが、その活動の一環で今様本陣も盛り上げられないか。 

・立地的には車を止められればありがたいが、駐車場は普段からかなり使用率が高そうに見える。レンタル

サイクルも結局戻す先が満車だった場合を考えると利用しづらい。 

・民間の施設であるため、公共施設に比べて自由度が高い。もっと発想を広げていけるのでは。 

 

 〇 会議まとめ 熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏 

・場づくりの話ではどうしてもイベント以外の日常的な運営をどうするかということが話題になる。 

・今日の参加者の皆さんにもぜひ気にかけていただき、活用のアイディアや使ってみたいという方がいれば

今様草加宿の皆さんに相談してもらいたい。 

 

  


